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タイムアウトまでおよそ7195秒です。  印刷

 

タイトル「2010年度シラバス（学部）」、フォルダ「2010年度シラバス（学部）-専門科目-工学部-機械工学科-1年次シラバス掲載科目」

シラバスの詳細は以下となります。 

 

科目名   ＊機械材料   

担当教員   村上 洋     

対象学年   1年   クラス   [002]   

講義室   ８２１１教室   開講学期   前期   

曜日・時限   木１   単位区分   必,選択   

授業形態     単位数   2  

準備事項     

備考     

講義概要/Class Outline 

機械を設計，製作する際には，その機械の強度計算や実際に機械を製作するために材料の加工を行うが，このときどのような材

料を使用するのか目的に応じて選定する必要がある．本講義では，機械を設計する際に使用する材料に関する基本的な性質，

構造および使用用途などについて解説する． 
 
（達成目標） 
機械を設計する際に使用する材料に関する基礎知識を得る． 
  

講義計画/Class Structure 

回 内容

1
機械材料の機械的性質（その１） 
機械材料の機械的性質および材料の試験方法について説明する．

2
機械材料の機械的性質（その２） 
材料の検査方法および熱特性について説明する．

3
金属の構造 
原子の構造，化学結合，金属の結晶構造について説明する．

4
平衡状態図 
平衡状態図の読み取り方について説明する．

5
炭素鋼（その１） 
炭素鋼ができるまで，および炭素鋼の性質について説明する．

6
炭素鋼（その２） 
炭素鋼の熱処理，および種類について説明する．

7
合金鋼 
合金鋼の種類，特徴と用途について説明する．

8
中間テスト 
中間テストを行う．

9
鋳鉄 
鋳鉄の種類，特徴と用途について説明する．

10
アルミニウムとその合金 
アルミニウムとその合金の種類，特徴と用途について説明する．

11
銅とその合金 
銅とその合金の種類，特徴と用途について説明する．

12
その他の金属材料 
その他の金属材料の種類，特徴と用途について説明する．

13
プラスチックとセラミックス 
プラスチックとセラミックスの種類，特徴と用途について説明する．

14
総括と復習 
各種材料に関する講義の総括と復習を行い理解を深める．

学習・教育目標/Class Target （F）機械工学の根幹を成す工作と４力学の基礎を身につける．   

評価基準/GradingCriteria 評点（100点満点）の60点以上を合格とし，60～69点を可，70～79点を良，80～89点を優，90点以上を秀とする．   
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評価方法/Grading Method 成績評価は，中間試験の点数40点，期末試験の点数60点の合計100点満点で評価し，60点以上を合格とする．   

受講上の注意/Class Rules 全授業回数の2/3以上に出席した者に対してのみ期末試験を課す．   

受講制限/Prerequisit   

関連する科目/Related Class 機械設計，機械工作法   

教科書/Text 

著者名 門田和雄  

著書名 絵ときでわかる機械材料  

出版社名 オーム社  

ISBNコード ISBN4-274-20207-0  

指定図書/Assigned Books   

参考文献/Bibliography   

  

Copyright (c) 2008 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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